




 

近年の新生児医療の進歩に伴い,従来,高い新生児死亡率と後障害頻度が問題になっていた

低出生体重児(以下,LBW と略す)の予後も改善がみられてきている。 

 昨年度の本研究班には,出生体重 1,500g 以下の LBW の死亡率,後障害頻度を報告したが,

今年度は出生体重 1,501～2,000g の LBW について検討した結果を報告する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


